
［成果情報名］長崎県内における土壌環境基礎調査（定点調査）結果 40年分のデータベース化 

［要約］過去 40年の土壌環境基礎調査（定点調査）の結果をデジタルデータ化し、一元化した。地

域ごとや品目ごとにデータを抽出することができ、推移を把握することができる。 
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［背景・ねらい］ 

1979（昭和 54）年より開始された土壌環境基礎調査（定点調査）は、長崎県内の定点を 4年で

１巡し、土壌の理化学性や栽培品目の推移を調査してきた。今年度、9巡目が終了し、過去 40年

分データが蓄積された。 

しかし、調査開始は 40年前であり、一部の結果はデジタルデータ化されていない。また、途中

で事業の変更が繰り返されており、調査結果が一元化されていないため、データの活用が難しい

状況にある。そこで、各種施策や試験研究に活用するため、過去 40年分の定点調査結果をデータ

ベース化する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１． 市町村別（最小単位：調査集落）でデータを抽出することができ、地域の土壌の理化学性の推移を

把握することができる（図１）。 

 

２． 地目（水田、畑、果樹園）や栽培品目ごとにデータを抽出することができ、品目の土壌理化学性の推

移を把握することができ、品目の特徴を把握することができる（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．調査地点は、1～4巡目は約 350地点、5～7巡目は約 200地点、8～9巡目は約 60地点で、 

全て作土層の結果である。 

２．主な化学性のデータは、pH（H2O、KCl）、EC、T-C、T-N、CEC、可給態リン酸、交換性陽イオ 

ン、腐植である（年により分析していない項目あり）。 

３． 主な物理性のデータは作土深、仮比重、透水係数である（年により分析していない項目あり）。 

４．データは Microsoft®エクセルで一元化し、フィルタ機能で抽出する方法である。 

５．今後、このデータを基に地域や品目ごとに課題を整理していく予定である。 



［具体的データ］ 

 

図１ 市町村・調査地区別の検索（壱岐市で検索した結果）  

 

 

図２ 品目別の検索（バレイショで検索した結果）  
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